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【対象および方法】2004 年から 2012 年の間に当院にて同一機器（ドルニエ リソトリプターS）
による ESWL 療法を行った膵石症 93 例を対象とした。1）93 例中 58 例に対して ESWL 療法前
に膵管ステント留置を試みた。ESWL 前に膵管ステント留置可能であった症例（Pre-EPS 群）は
45 例であり、13 例は膵管ステント留置不能であった。ESWL 前に膵管ステント留置を試みなか





変量解析および多変量解析を行った。また両群における ERCP 関連偶発症、ESWL 関連偶発症に
ついて検討を行った。2）膵管ステント留置を試みた 58 例においてソーヘンドラステントリトリ
ーバー（SSR）の導入前後にわけ、ステント留置成功率の検討を行った。 
【成績】1）ESWL 前ステント留置の有用性：膵石破砕に至るまでの照射数は Pre-EPS 群におい
て non Pre-EPS 群に比し、単変量解析では（log-rank, p=0.046）と有意に少ない結果を呈した。
また 11 項目における単変量解析において統計学的有意差を認めたものは糖尿病（p=0.031）、膵
石 15mm 以上（p＜0.001）、ESWL 前膵管ステント留置（p=0.046）の 3 項目であった。p＜0.2
であった仮性嚢胞（p=0.057）を加えた 4 項目において多変量解析を行ったところ、ESWL 前膵
管ステント留置（hazard ratio, 1.88; 95%CI, 1.13-3.14 ; p=0.015）は多変量解析においても有意
に照射数を少なくする因子であった。また偶発症において両群間に有意差は認められなかったが、
Pre-EPS 群にて ESWL に伴う膵炎が少ない傾向（2.2% vs. 11.4%, p=0.162）を認めた。2)SSR







  論文審査の結果の要旨 







【対象および方法】2004 年から 2012 年の間に当院にて同一機器による ESWL 療法を行った膵石症 93
例を対象とした。1）93 例中 58 例に対して ESWL 療法前に膵管ステント留置を試みた。ESWL 前に膵管
ステント留置可能であった症例（Pre-EPS 群）は 45 例であり、13 例は膵管ステント留置不能であっ
た。ESWL 前に膵管ステント留置を試みなかった症例（non Pre-EPS 群）は 35 例であった。Pre-EPS
群 45 例と non Pre-EPS 群 35 例の 2 群における膵石破砕に至る（膵石の大きさ＜3mm）までの累積
ESWL 照射数につき比較検討を行った。累積 ESWL 照射数を減少させる可能性のある関連因子 11 項目
につき単変量解析および多変量解析を行った。また両群における ERCP 関連偶発症、ESWL 関連偶発症
について検討を行った。2）膵管ステント留置を試みた 58 例においてソーヘンドラステントリトリー
バー（SSR）の導入前後にわけ、ステント留置成功率の検討を行った。 
【成績】1）ESWL 前ステント留置の有用性：膵石破砕に至るまでの照射数は Pre-EPS 群において non 
Pre-EPS 群に比し、単変量解析では（log-rank, p=0.046）と有意に少ない結果を呈した。また 11 項
目における単変量解析において統計学的有意差を認めたものは糖尿病（p=0.031）、膵石 15mm 以上
（p＜0.001）、ESWL 前膵管ステント留置（p=0.046）の 3 項目であった。p＜0.2 であった仮性嚢胞
（p=0.057）を加えた 4 項目において多変量解析を行ったところ、ESWL 前膵管ステント留置（hazard 
ratio, 1.88; 95%CI, 1.13-3.14 ; p=0.015）は多変量解析においても有意に照射数を少なくする因
子であった。また偶発症において両群間に有意差は認められなかったが、Pre-EPS 群にて ESWL に伴
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